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要 約 

 

 本論文では、人間関係が希薄化したといわれる現代において、青年たちにとっての友だ

ちの役割と友人関係について考察することを目的としている。これまで、一般的に青年は

モラトリアムにあるとされていたが、現状は異なってきてるようであり、モラトリアムの

これまでの通説と現状を比較しながら友人関係について考察していく。 

 まず、モラトリアムに関する先行研究についてまとめている。もともとモラトリアムと

は精神分析学の用語であるが青年の発達段階を示す語として用いられるようになり、青年

期はモラトリアムにあるというのが一般的な考え方であった。しかし、80 年代頃からモラ

トリアムの変質が謳われるようになり、モラトリアムの延長や、それにともなうアイデン

ティティの二重意識型やその拡散が指摘されるようになった。現代におけるモラトリアム

はさらに変質し、その終わりがなくなってきているとみることができる。そして、モラト

リアムについての論文の傾向とその問題点、青年との関わりについて論じ、モラトリアム

の目的であるアイデンティティの確立に欠かすことのできない他者の中でも現代の青年に

とってとても重要な位置を占めるようになった友だちを挙げ、その存在意義を問うている。

現代の青年たちにとって友だちがどのような存在であるのか先行研究や実際のデータをみ

てみると友だちの数は増えてきており、その理由は友だちは場面によって使い分けるもの

となっているためであった。また、一人でいることは避けたいが親密になりすぎることで

起きる衝突も避けたいという気持ちがあり、他者とは適度な距離をとるという傾向がみら

れた。青年期という自己（アイデンティティ）確立の時期において、青年たちはもはやモ

ラトリアムというものを感じておらず、自己確立のためにモラトリアムではなく友だちを

道具のようなものとして使っているらしいということがわかった。 
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